小児内科病棟の入院患者分析：3年間の統計を通して by 佐藤 りゑ
第2群　2～4 小児内科病棟の入院患者分析
一3年間の統計を通して一
10階西　　佐藤りゑ
　はじめに
　昨年の第7回東京医科大学病院看護研究会において、
移転前後の患者動態について報告したが、移転後約2
年を経過した現在、患者動態はどのように変化したの
か調査したのでここに報告する。
1　調査期間
　①60年1月1日より12月31日まで
②61年1月1日より12月31日まで
③62年1月1日より12月31日まで
2　結果及び考察
①入院患者数の変動
　　図1
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60年4月より61年3月までは、成人口腔外科との
混合病棟であったが、その患者数を除いても61年は
120名、62年は74名と年々増加している。
　②月別入院患者数
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60年と61年を比較すると、61年2、3月の移転
準備期間を除き各月共に増加している。61年と62
年の比較では季節の変り目や天候不順等により3月と
10月と極端に多くなっている月もあるが、4、8、
12月等はやや少くなっている。
　③月別延入院患者総数
　　図3
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月別の入院患者数は、図2に示した如く年間では増加
しているが前年より多い月と少ない月があったが、延
入院患者数は9月を除き大きく上回っている。これは
長期入院患者数の増加を示している。
　④1日平均延入院患者総数
　　図4
62年は1月と9月を除き61年を上回っているが、
特に8月の入院患者数は55名と少なかったが、1日
の平均入院患者数は37名と最高値を示している。7
月後半から8月にかけて学校健診で入院を勧められた
ケース（蛋白尿、血尿、高血圧）、腎生検、外科系で
は休み中に手術を希望する例が多く事故等で入院する
例もあった。8月には昨年より1日平均11名の増加
となっている。又年間の1日平均入院患者数は、61年
24．9人、62年31．7人と6．9人増加している。
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　⑤他科入院患者数
　　表1
小児内科病棟であるが、他科の緊急入院も多く入院数
全体の13。4～！7．　3％をしめる。各年共に外科が最
も多く、急性虫垂炎、夏、冬休みには蝋径ヘルニアの
手術が大部分をしめる。又61年に婦人科、臨床病理、
泌尿器科の入院もあり全科の入院があった。表1は他
科のみの数であるが、その他腹痛で入院したが十二指
腸断裂や麻痺性イレウスで緊急手術した例や、痙轡、
意識障害で入院したが硬膜下血腫、脳膿瘍で手術した
例もある。全身管理のため小児科とのミット形式をと
っているため表には現われない。常時2～4科の入院
があり最も多い時は9科11名という日もあった。
　図4　1日平均延入院患者総数
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表1　小児科以外の科別患者数
60年
月 人数 内　訳
1 2 外1．脳1．
2 4 整2．外1．眼1．
3 10形3．外2．整2．眼2．耳1．
4 7 （口外4）外2．整1．
5 12 （口外4）整3．形2，外2．耳1．
6 13（口外1）外6．形2．整1．耳1．眼1．脳1．
7 13 （口外3）外4．脳3．口外2．整1．
8 10 （口外2）外3．形3．耳1．脳1．
9 7 （口外2）外3．整2．
10 8 （口外4）耳2．眼1．脳1．
11 10 （口外5）外4。形1．
12 10 （口外5）外4．口外1．
106（成人口外30）
計 （17．3）外32．整12．形11．脳7．
％ 耳6．眼5．口外3．
61　年
月 人数 内　　訳
1 9 （口外5）外2．耳1．眼1．
2 12 （口外5）外2．耳2．口外1．整i1．形1．
3 8 （口外3）外3．整1．脳1．
4 2 脳2．
5 5 外2．皮1．眼1．耳1．
6 0
7 8 外6．脳1．口外1．
8 13 外9．耳3．眼1．
9 6 外4．整1．神1．
10 8 外7．耳ユ．
11 14 整6．外3．耳3．婦1．眼1．
12 ユ1 外5．耳3。脳2．口外ユ．
96 （成人口外13）
計 （13．4）外43．耳14．整9．脳7．眼1．口外3．
％ 形1。皮1．神1．婦1．
61　年
月 人数 内　　訳
ユ 9 形2．脳2．臨1．整1．婦1．外1．眼1．
2 9 外5．整2．皮1．脳1．
3 8 外3．脳2．耳2．形1．
4 10外3．整2．脳2．耳1。形1．皮1．
5 ユ0 外5．脳2．眼1．形ユ．皮ユ．
6 12 皮4．脳2．外2．耳2．整1．形1．
7 14外7．耳3．整2．形1．皮1．
8 14外8．眼2．耳1．皮1．臨1．整1．
9 5 外3．皮1，泌1．
10 15 外6．皮3．整3．臨1．形1．脳1．
11 4 外1．口外1。整1．皮1．
12 5 整3，外2．
115
計 G4．8）外46．整16．皮14．脳12．耳9．形8．
％ 眼4．臨3．口外1．泌1．婦1．
　⑥年令別比較
　　図5
十年共に45～51％が看護力を一番要する3才末満
児である。緊急入院で大部分が点滴を施行するし、母
親と別れるため1日中哺面している児、点滴チューブ
を抜いたりかじったりする児、立上ってしまうため逆
流し点滴をつまらせたりする児、ベッドから飛び降り
たり脱走を試みる児もいる。又近頃は3才を過ぎても
オムツのとれない児や1人では食事が出来ない児も多
く、何らかの方法で保健指導を行なう必要性があると
思われる。
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図5　年令別比較
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⑦　入院時病名、症状名
　　表2
60年　　　　　　　　　61年
1．肺炎・気管支炎133人　1．気管支喘息発作150人
2．気管支喘息発作79　　2．肺炎、気管支炎134
3．下痢、嘔吐　　　45　　3．発熱　　　　　　41
4．痙轡　　　　　　41　　4．悪性腫瘍　　　　34
5．悪性腫瘍　　　　39　　5．下痢、ロ区吐　　　27
62年
1．肺炎・気管支炎180人
2．気管支喘息発作129
3．発熱　　　　　　58
4．アトピー性皮膚炎43
5痙轡　　　　　　34
各年共に殆ど順位に変化はみられないが、62年にア
トピー性皮膚炎が多いのは専門医の定着が大きい。T
Vや雑誌等で報道されたため三重県や岩手県からの入
院もあった。
　⑧　延入院日数
　　図6
6～10日で退院するケースが全体の50％を越える
が半面30日以上の入院が延98名あった。表3に示
した如く長期入院している児も増加している。
　⑨持続点滴日数
　　図7
入院直後より点滴が開始されるが、4～6日持続する
のが大部分であるが30日以上持続した例が10名あ
った。
3　おわりに
　昨年は6ケ月毎の統計を分析した。今回3年間の統
計を分析してみても、
　①　年毎の入院数は増加している。
　②他科の緊急入院が多い。
　③　3才未満児が50％以上をしめる。
迄はほぼ同様であるが、
　④　月毎の入院数は季節や天候により差が出てくる。
　⑤　入院数が少ない月でも延入院患者数は多くなる。
　⑥　専門医の存在により疾病に差が出る。
という結果であった。3年間調査することにより、あ
る程度の傾向はつかめたので、病棟内の看護体制を考
えなおす時期ではないかと考えている。
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表3
1順
1
2
3
4
5
長期入院患者
入院年月日
59年3月23日
61年9月9日
61年10月4日
62年8月22日
62年9月9日
期間
3年8ケ月
1年3ケ月
1年2ケ月
　4ケ月
　3ケ月
62年12月15日現在
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